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１ はじめに

平成年20年１月の中央教育審議会答申の「学習指導要領の改訂の基本的な考え方を踏まえ，今回

の改訂で充実すべき重要事項（６点）」の１つに「理数教育の充実」が挙げられています。これを

踏まえて学習指導要領の改訂が行われ，小学校理科では授業時数が大幅に増加し，目標の実現に向

けて再構成された「物質・エネルギー」「生命・地球」の２つの領域において14の学習内容が追加

されました。その中には，平成元年告知の学習指導要領の内容に類似していますが，系統性の視点

で見直す必要があるものやこれまでに類似のない全く新しい内容のものもあり ます。これらの内

容が追加された背景には，生活科と中学校との系統性や科学の基本的な見方や概 念の定着が意識

されており，改訂の趣旨を踏まえた理科の学習としては，大変重要な内容ばかりで す。そして，

それらの追加内容を含めた全学習内容において，実感を伴って理解し，自然の事物・ 現象につい

ての基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ること，また科学的な見方や考え方を養う ことを小

学校の理科の目標としています。

そこで，小学校理科の追加内容における教材と指導に関する研究を進め，その成果をまとめたガ

イドブックを作成しました。岩手県内の小学校教員が，本ガイドブックを活用することにより，追

加内容を指導する際の困難な状況を克服し，児童が実感を伴って理解する授業が展開できるために

役立てていただきたいと考えています。

２ ガイドブックの特徴

このガイドブックは，追加された14の学習内容のうち，８つの内容を扱っています【図１】。

１つの追加内容において，「実感を伴った理解を図るための指導の工夫」と「観察・実験の充実を

図るための教材の工夫」の２つの内容に重点を置いて構成されています。また，それぞれの工夫に

ついては，以下に示す視点を留意しています。

（１） 実感を伴った理解を図るための指導の工夫

① 問題意識の持たせ方の工夫

（自然の中の不思議や疑問点を見いだせるような意図的な体験）

② 観察・実験の充実を図るための工夫

（教材の工夫，言語活動の進め方など） これら中から教材

③ 自然事象についての理解を深める工夫 を取り上げ

（日常生活への活用）

（２） 観察・実験の充実を図るための教材の工夫

① 視覚化（見えないものが見えるように）

② 簡易化（簡単に，短時間でできるように））

③ 明確化（よりはっきりわかるように））

（１）については，「追加内容となった背景」「指導上の困難な点」「授業展開例」から，また（２）

については，「準備」「作成手順」「解説」からできています。（２）については，その内容の特質

に応じて，指導のポイントに重点をおいている単元もあります。



３ ガイドブックの具体的内容（抜粋）

(1)実感を伴った理解を図るための指導の工夫 〇写真

「３(2)授業展開のポイント①～

③」と関連があるものを使用し，授

業のイメージが一目で持てるようし

ました。

〇追加となった背景

追加になったその背景やこの内容

に期待されること等を盛り込み，指

導する際の参考になるようにしまし

た。

〇指導上の困難な点

どこが難しいのか，どうすれば

この内容を充実できるか等につい

て解説を入れ，指導の際の参考に

なるようにしました。

〇授業展開のポイント

授業を行ううえで，ポイントを明

記し，充実した授業となるようにし

ました。

〇授業展開例

この授業展開例は，研究協力校において実践し，

修正した指導案をもとに作成しています。トップ

ページの単元名の下にある写真と対応しながら見

ていただくと授業のイメージをもちやすいです。

授業展開のポイント

①問題意識の持たせ方の工夫について

自然への興味・関心を高めたり，子どもたち

が矛盾を感じたりするような導入の工夫

②観察・実験の充実を図るための工夫について

観察・実験が充実し，正確な結果が出せるよ

うな教材の工夫，言語活動の進め方

③自然事象についての理解を深める工夫

学習した自然事象の性質や規則性が日常生活

にも当てはまっていたり，生活の中で役立てら

れていたりすることを確かめる。



(2)観察・実験の充実を図るための教材の工夫

留意点⇒①視覚化（見えないものが見えるように） この３点を意識して教材を開発・

②簡易化（簡単に，短時間でできるように） 作成しています。

③明確化（よりはっきりわかるように）

①第６学年「太陽と月の形」の場合

月の満ち欠け実験装置

〇準備

入手するのが困難だったり，高い費

用がかかったりする物は避け，どこで

も簡単に入手できるもので考えていま

す。（100円均一ショップ，教材屋など）

〇作成手順

②第６学年「電気と私たちのくらし（電熱線と発熱）」 できるだけ詳しく，わかりやすくなる

の場合 ように写真や絵図をたくさん掲載してあ

ります。

〇解説，その他

かかった費用や作成時間など，この教

材を作成，使用に当たって気をつけなけ

ればならないことなどを詳しく載せまし

た。

電源装置使用

ホットボンドを使った

発熱比較実験装置



【図１】追加内容一覧と本ガイドブックに取り上げている内容
学 年 追 加 内 容 教科書関連単元名（東京書籍） ガイドブック

※はガイドブックに取り上げた部分 掲載ページ

３年生 〇 身近な自然の観察

・身の周りの生物の様子 Ｐ2～11

・身の周りの生物の環境と 単元名「春のしぜんにとび出そう」

のかかわり

〇 風やゴムの働き 単元名「風やゴムで動かそう」

・風の働き ・ゴムの働き ※Ｐ99～102「ゴムのはたらき」の部分 Ｐ3～6

〇 物と重さ 単元名「物の重さをくらべよう」

・形と重さ ・体積と重さ ※Ｐ136～138「物の重さ調べ」の部分 Ｐ7～10

４年生 〇 人の体のつくりと運動 単元名「動物のからだのつくりと運動」

・骨と筋肉 ※Ｐ18～24

・骨と筋肉の働き 「からだが動くしくみ」の部分 Ｐ11～14

（関節の働きを含む）

〇 金属，水，空気と温度 単元名「水のすがたと温度」

・水の体積変化 ※Ｐ118～121 Ｐ15～18

「水を冷やしたとき」の部分

５年生 〇 天気の変化 単元名「天気の変化」

・雲と天気の変化 Ｐ6～8「雲と天気」

〇 動物の誕生 単元名「魚のたんじょう」

・水中の小さな生物 ※Ｐ45～48「魚の食べ物」の部分 Ｐ19～24

〇 流水の働き 単元名「流れる水のはたらき」

・川の上流・下流と川原の石 Ｐ72～76 「川と川原の石」

６年生 〇 人の体のつくりと働き 単元名「動物のからだのはたらき」

・主な臓器の存在 Ｐ30～33「消化のはたらき」

（肺，胃，小腸，大腸，肝 Ｐ37～ 「肺とそのはたらき」ほか

臓，腎臓，心臓）

〇 植物の養分と水の通り道 単元名「植物のからだのはたらき」

・水の通り道 ※Ｐ50～52「植物の水の通り道」の部分 Ｐ25～28

〇 生物と環境 単元名「生き物のくらしと環境」

・食べ物による生物の関係 Ｐ70「食べ物をとおした生き物のかかわ

り」の最後の部分

〇 月と太陽 単元名「太陽と月の形」

・月の位置や形と太陽の位置 ※Ｐ91～96「月の形の見え方」の部分 Ｐ29～33

・月の表面の様子

〇 てこの規則性 単元名「てこのはたらき」

・てこの利用（身の周りにあ Ｐ143～144 「てこを利用した道具」

るてこを利用した道具）

〇 電気の利用 単元名「電気と私たちのくらし」

・発熱・蓄電 ※Ｐ176～180「電熱線と発熱」の部分 P34～37

・電気による発熱 ほか

４ 終わりに

本ガイドブックは，当センターのWebページ（http://www1.iwate-ed.jp/）に掲載しています。

なお，内容については今後も先生方から幅広くご意見を頂きながら改善を図ります。

本研究の推進にあたり，研究協力校を快く引き受けてくださった花巻市立東和小学校の教職員，

児童の皆様，関係各位に深く感謝いたします。

http://www1.iwate-ed.jp/



